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質問 

管理組合の都合で、管理委託契約期間満了までに総会が開催できない場合、どのよう

に対応すれば良いですか。 

 

  回答 

マンション標準管理規約では管理委託契約の締結は総会決議事項と規定しています

が、決議ができずに契約を締結しないこととすると無契約状態となり、管理費等の徴

収、管理員の派遣、各種経費の支払、緊急対応など管理組合としての重要な業務が滞る

こととなります。 

また、管理会社としても管理組合が契約の更新を拒絶している訳ではない状況で、契約

締結手続きができないことを理由として管理業務を行わない、又は契約を締結してい

ない状態で業務を行うことは望ましいことではありません。 

 

以上のことを踏まえると管理会社としては緊急措置の方法として、以下の手順を理事

会に説明のうえ理解を求めることが考えられます。 

１． 管理規約では管理委託契約の締結は総会決議事項と規定されているが、緊急措置

として理事会決議により暫定契約を締結する方針を決議し、理事会議事録等で記録を

残す。 

２． 理事会から全組合員に対して「規約上は総会決議とすべきところ、管理組合都合

による緊急措置として理事会決議で暫定契約を締結したい」旨の広報を行う。 

３． 契約期間満了期日までに理事会を設定のうえ、そのスケジュールに合わせて適正

化法第72条を遵守した対応を行い、理事会開催に先立って重要事項説明会を開催した

後、理事会で暫定契約締結を決議し契約を締結する。 

４． その後開催される総会で暫定契約締結の追認を受け、当該総会若しくは後日の臨

時総会であらためて暫定契約期間満了後の契約について審議する。 

 

なお、上記については事前に総会が開催できないことが判明した場合の対応ですが、

一方、総会当日に決議ができないこととなった場合においても、管理会社は予定通り

重要事項説明会を開催することで適正化法を遵守し、その後に理事会決議を得る対応

が考えられます。 
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